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Ｔ ＯＴ Ｏ グループは、水まわり を 中心とし た、豊かで快適な生活文化を 創造すること で、社会の発展に貢

献し 、世界の人々から 信頼さ れる企業を目指し ています。

持続可能な社会の実現のためには、企業の事業活動による貢献だけでなく 、地域を支える団体の活動が

欠かせないと 考えています。地域を支える団体と 協働で社会課題の解決を目指すために、2 0 0 5 年度に

「 Ｔ ＯＴ Ｏ水環境基金」を設立し 、地域の水と 暮らし の関係を見直す継続的な活動を支援し ています。

Ｔ ＯＴ Ｏ 水環境基金

ステ ーク ホルダーの皆様の想いに応じ て 拠出額を 算出

助成金は、お客様の節水商品購入によ る節水効果、株主様の寄付賛同、TO TO グループ社員のボラ ン ティ ア・ 寄付などの参加人数を

金額換算し 、TO TO のマッ チングによ り 決定さ れます。ステーク ホルダーのかかわり が増すほど助成金が増えていく 仕組みです。

社会課題への意識の向上

TO TO 水環境基金と のかかわり を き っ かけに、社内外のステ ーク ホルダーの社会課題に対する 意識が向上する こ と で、活動の輪

が大き く 広がっ ていき ます。

地域を 支え る 団体を 助成

グループ 社員から 選出さ れた選考員が「 水環境にかかわる 課題を 共に解決し たい」と いう 想いを

も っ て、「 地域に根差し た活動と なり える か」「 一過性の活動ではなく 、継続性があるか」と いう 点を

中心に選考を 行い、助成先団体を 採択し ています。また、助成先団体のネッ ト ワーク づく り のため

に「 助成先団体交流会」を毎年開催し ています。

地域社会と の協働
助成先団体の活動に、TO TO グループ社員も 地域の方と と も に参加し ていま す。助成期間終了後

も 、助成先団体を はじ めと する 地域の皆様と の交流は続き 、年々活動の輪が広がっ ています。

「 TO TO 水環境基金」 のロゴに込めた想い

水源のはじ ま り を 象徴する「 し ずく 」を モチーフ に水の大切さ を 印象づけ、内包さ れる 青と 緑で描かれた三角形の

幾何学模様が、水と 環境の密接さ と 、こ の取り 組みが世界に波及し ていく 様子を デザイ ン し ています。 

水が元来も つ美し さ と と も に、地球環境の大切さ を 伝える 意図が込めら れています。

ステ ーク ホルダーの皆様の
想いに応じ て拠出額を 算出

節水商品のご購入によ る 節水効果

上記3 つの拠出へのマッ チン グ

ボラ ン ティ ア・ 寄付への参加人数

株主優待制度によ る 寄付

お客様

株主様

社  員

TO TO

国  内

地域を 支える 団体を 助成

海  外

地域に根差し た水にかかわる 環境活動を 支援

水環境や生物多様性の保全・ 再生に

つながる 実践活動

水資源保全や衛生的かつ快適な

生活環境づく り に向けた実践活動

社会課題への意識の向上

助成先団体の活動に

TO TO グループ社員も

地域の方と と も に

参加

地域社会と の協働

TO TO 水環境基金のし く み
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活動の輪が大きく 広がっていく
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こ れまで の助成状況

第 1  回

第 2  回

第 3  回

第 4  回

第 5  回

第 6  回

第 7  回

第 8  回

第 9  回

第1 0 回

※第3 回、第1 2 回は、TO TO 創立周年記念事業とし て助成金を増額。

2 0 0 5 年 1 0 月～2 0 0 6 年 9 月

2 0 0 6 年 1 0 月～2 0 0 7 年 9 月

2 0 0 7 年 1 0 月～2 0 1 0 年 9 月

2 0 0 8 年 1 0 月～2 0 0 9 年 9 月

2 0 0 9 年 1 0 月～2 0 1 0 年 9 月

2 0 1 0 年 1 0 月～2 0 1 1 年 9 月

2 0 1 2 年   4 月～2 0 1 3 年 3 月

2 0 1 3 年   4 月～2 0 1 4 年 3 月

2 0 1 4 年   4 月～2 0 1 5 年 3 月

2 0 1 5 年   4 月～2 0 1 6 年 3 月

1 ,0 9 0 万円

1 ,5 6 0 万円

8 ,0 5 1 万円

1 ,2 0 0 万円

1 ,1 0 2 万円

7 5 1 万円

9 8 0 万円

1 ,0 0 7 万円

1 ,3 0 0 万円

1 ,4 3 0 万円

1 2

1 2

2 9

1 6

1 8

1 0

1 6

2 0

2 5

2 2

回 期　 間 金　 額 団体数

第1 1 回

第1 2 回

第1 3 回

第1 4 回

第1 5 回

第1 6 回

第1 7 回

第1 8 回

第1 9 回

第2 0 回

2 0 1 6 年   4 月～2 0 1 7 年 3 月

2 0 1 7 年   4 月～2 0 2 0 年 3 月

2 0 1 8 年   4 月～2 0 2 1 年 3 月

2 0 1 9 年   4 月～2 0 2 2 年 3 月

2 0 2 0 年   4 月～2 0 2 3 年 3 月

2 0 2 1 年   4 月～2 0 2 4 年 3 月

2 0 2 2 年   4 月～2 0 2 5 年 3 月

2 0 2 3 年   4 月～2 0 2 6 年 3 月

2 0 2 4 年   4 月～2 0 2 7 年 3 月

2 0 2 5 年   4 月～2 0 2 8 年 3 月

1 ,5 5 6 万円

9 ,5 3 1 万円

1 ,7 5 2 万円

2 ,4 6 5 万円

2 ,6 5 6 万円

2 ,7 4 7 万円

2 ,4 7 8 万円

2 ,7 3 3 万円

2 ,7 6 0 万円

2 ,7 5 9 万円

2 4

3 5

1 0

1 0

1 0

1 2

1 1

1 3

1 1

1 6

回 期　 間 金　 額 団体数

累計 4 億9 ,9 0 8 万円 のべ 3 3 2 団体

TO TO 水環境基金は

設立2 0 周年を 迎えまし た

日頃より TO TO 水環境基金の活動にご理解と ご協力を いただいている多く の方々に心より 感謝

申し 上げます。

本基金は、企業だけでは解決できない社会課題を、地域に根差した活動を実施さ れている団体への

支援を通じてともに解決したいと いう 想いのもと 、2 0 0 5年に設立さ れ、おかげさ まで2 0 周年を迎え

ました。

TO TO グループは、水まわりを中心とした、豊かで快適な生活文化を創造することで、社会の発展に

貢献し、世界の人々から信頼さ れる企業を目指しています。

そのためには、節水商品の普及をはじ めとし た事業活動を通じた環境貢献はも ちろん、地域社会の

一員とし て、世界中の国や地域で必要と さ れている社会貢献活動を推進し ていく こと が大切だと

考えています。

持続可能な社会の実現のためには、我々企業による貢献だけでなく 、地域を支える団体の活動が

欠かせません。

この20年間、国内外で水環境保全に取り組む多様な団体の活動を支援さ せていただきました。

その活動内容は、日本国内における生態系保全・ 環境美化活動から 、海外における水資源の保全や

衛生的な生活習慣の啓発活動まで多岐にわたります。様々な分野でご尽力さ れている皆様に、改めて

敬意を表します。

TO TO 水環境基金が大切にしているのは、TO TO グループ員による協働です。私たちは単に助成金

を拠出するだけでなく 、グループ員が地域の方々と 共に活動に参加しています。助成期間終了後も

つながり が続いている団体も あり 、社会課題の解決と いう 共通の目標をも ち、グループ員と 助成先

団体が一体となって取り組んでいます。

創立以来、水に深く かかわる企業とし て、限り ある水資源を保全し 、次世代に

つないでいく ことは、我々TO TO グループの使命だと 考えています。

こ れから も 世界中の人々の豊かで快適な未来の実現を 目指し 、次の1 0 年、

2 0 年に向け、皆様と の連携をさらに深めながら 、本基金の活動をより 一層推進

してまいります。

引き続き、皆様のご理解とご協力を賜りますよう お願い申し上げます。

TO TO 株式会社

代表取締役 社長執行役員

田村 信也

ごあいさ つ

2 0 年間のあゆみ

でき ごと年    
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2 th

TO TO 水環境基金設立

TO TO 創立9 0 周年事業とし て、助成総額の増額、

助成期間の拡大、活動地域をアジアに拡大し 募集

活動地域を 海外全域に拡大し 募集

助成総額を ステ ーク ホルダ ーの環境貢献実績により

算出する 仕組みを 導入

TO TO 創立1 0 0 周年記念事業とし て、

助成総額の増額、助成期間を 拡大し 助成先団体を 募集

第1 4 回フィ ラ ンソ ロピ ー大賞「 水と 創る 企業市民賞」受賞

2 0 周年を 機に、今後も より 多く の方に活動を 知って いただき 、

継続し て発展し ていく ために、想いを 込めたロゴ を 作成

持続可能な 水循環の確立に貢献し ていること が評価さ れ

「 水循環A CTIV E企業」の認証取得

2005年

2007年

2009年

2013年

2016年

2024年
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ミ ャンマー

バングラ ディ シュ

ケニア

パキスタ ン

イ ンド

ネパール

中国

ベト ナム

ラ オス
カ ンボジア

フィ リピ ン

インド ネシア

東ティ モール

ウガンダ

モザンビ ーク

エスワティ ニ

スーダン

エチオピア

事務局長  砂川  浩

事務局長メッ セージ

（ TO TO 株式会社 執行役員 総務本部長）

助成によって団体が実施し た活動の成果（ 2 0 1 2 年～2 0 2 4 年）

「 TO TO 水環境基金」は設立2 0 周年を迎えまし た。

こ れまで 活動を 支えて いただいた 多く の皆さ まに心より 感謝

申し 上げます。

私自身が水環境基金と 初めて関わったのは2 0 1 3 年のこと です。

今でこ そ、事務局長をし ていますが、当時はある販売拠点で営業

をし ており 、近隣で行われた助成先団体の活動に一参加者とし て

参加し たのが始まり でし た。参加し た動機は、

そ の土地の美味し いも のがいただけそう 、

子ども を 遊ばせること が出来るなどで、お恥ず

かし な がら 水 環境基 金の趣 旨を き ち んと

理解し てではありませんでし た。ただ、実際に

参加し てみて、助成先団体の皆さ んの想いを

直接伺ったり 、活動のお手伝いをし たり すること で、水環境保全

への理解が深まり 、行動するこ と の大切さ に気づく こ と が出来

まし た。

水環境基金の大き な 特長のひと つ は、助成先団体の活動に

Ｔ ＯＴ Ｏ グループ 社員も 参加さ せて いただいて いるこ と です。

事務局としまし ては、助成先団体の皆さ まの活動をグループ内に

しっかりと 伝えること で、より 多く の社員が水環境基金のこと を

理解し 、活動にも 参加し てもら い、水環境基金の

輪を拡げていきたいと 考えています。

引き 続き 皆さ ま のご 理解と ご 協力を よ ろし く

お願いいたし ます。

240,108人

設備設置数
（ 海外のみ） 1,387基

受益者数
（ 海外のみ）

環境・ 衛生
教育参加人数157,454人

国内 助成対象｜地域の水環境や生物多様性の保全・ 再生につながる実践活動

海外 助成対象｜各国・ 各エリ アの水資源保全または衛生的かつ快適な生活環境づく りに向けた実践活動

こ れまでの助成プロジェクト 活動地

4 3 都道府県

2 5 5 団体

1 8 カ 国

7 7 団体

活動回数 7,917回

ごみ回収量 712,365k g

ボランティ ア
参加人数 241,211人

う ちTO TO グループ社員 11,960人

植樹本数 435,738本

植樹活動にて

©しろい環境塾

© シェアザプラネット

© オイスカ

© 長崎大学

© AAR Jap an© HO PE Jap an

© 道普請人 © オイスカ

© ふく おかFU N

© 道普請人

© 道普請人
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第19 回  助成先団体一覧

N o . 団体名 プ ロジェ クト 名 主な 活動地域 ページ

第18 回（ 2 年目）  助成先団体一覧

N o . 団体名 プ ロジェ クト 名 主な 活動地域 ページ

第17 回（ 3 年目）  助成先団体一覧

N o . 団体名 プ ロジェ クト 名 主な 活動地域 ページ

小泉ユニバーサルビーチユニット
水環境を整え自然界を保全していく まちづく り

― 海・ 山・ 川・ビオト ープがある町 ―
宮城県気仙沼市1 10

海×TECHプロジェクト 実行委員会
テクノ ロジーを 用いて海の変化を深く 理解し 、

海の恵を 味わう こと ができる、次世代の環境学習イ ベント 開催
神奈川県逗子市2 11

N PO 法人 オン・ ザ・ ロード
沖縄でのビ ーチクリ ーンと アッ プサイクル体験による

５R普及活動
沖縄県国頭郡4 13

認定N PO 法人 ウォータ ーエイド ジャパン
インド  ビハール州

保健センタ ーの水・ 衛生改善プロジェクト
インド  ビ ハール州 マドゥバニ県5 14

公益財団法人 オイ スカ
ミ ャンマー中央乾燥地域における

水環境の改善と 環境教育

ミ ャンマー マンダレー地域

ヤメ ーティ ン県7 16

公益社団法人 アジア協会アジア友の会
住民主体のごみ管理

～クリ ーンでグリ ーンな地域・ 学校・ 水環境のために～
フィリピン ソルソゴン州6 15

N PO 法人 STA N D  A LIVE 水と 衛生環境の保全のための環境衛生式ト イレ普及事業 ケニア キスム郡10 19

N PO 法人 さ ざなみ 習志野の海を守る会「 とり もどせ！ ぼく たち の海」 千葉県習志野市12 21

認定N PO 法人 改革プロジェクト 子ども の意欲を育む環境教育プログラムの展開 福岡県宗像市17 26

一般社団法人 ふく おかFU N 「 海を元気にする海草」アマモ場再生・ 造成プロジェクト 福岡県 博多湾および、その近海18 27

N PO 法人 おおいた環境保全フォーラ ム 豊かな水環境を目指す 別府湾エココ ースト プロジェクト
大分県大分市、別府市、日出町、

杵築市、臼杵市、津久見市
15 24

公益財団法人 水島地域環境再生財団 瀬戸内海の守り 人 “海ボウズ”育成プロジェクト 岡山県倉敷市3 12

認定N PO 法人

ホープ・ イ ンタ ーナショ ナル開発機構
私たち が広める！ 「 ト イレの利用と 手洗い」 エチオピア 南エチオピア州9 18

N PO 法人

エー・ ビ ー・ シー野外教育センタ ー
子ども たち のウエス作り が別府市の水環境を変えていく！ 大分県内14 23

N PO 法人 カラ カネイトト ンボを守る会

あいあい自然ネット ワーク
あいの里でト ンボを指標に豊かな水環境をつく ろう！ 北海道札幌市16 25

Tea m  N A KU SCO

（ 長崎ケニア住血吸虫症制圧大作戦）

N AKU SCO  Kicho cho  Pro j e ct

～みんなでつく る、水とト イレと 村の未来～
ケニア クワレカウンティ 地域11 20

認定N PO 法人

エバーラ スティ ング・ ネイ チャー

絶滅危惧種であるウミ ガメ 類の

海洋ゴミ 誤食調査と 普及啓発
小笠原諸島、関東地区13 22

認定N PO 法人 難民を 助ける会 ウガンダにおける学校の衛生環境整備支援 ウガンダ チクベ県8 17

2 0 2 4 年度　 TO TO による活動支援

助成によって団体が実施し た活動の成果

う ち TO TO グループ 参加人数 130人

活動参加人数助成団体数 活動回数

ごみ回収量

14,211人18団体

28,695㎏
保全整備し た
面積 40,320㎡

環境・ 衛生教育
参加人数 20,922人

海外設備設置数
（ ト イレ・ 手洗い場・ 給水タ ンク など） 98基

1,372回

2,918万円

助成総額

© オイスカ © STAN D  ALIVE
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《 宝探しビーチクリ ーンに参加した小学1 年生》

学校の先生に渡さ れたチラシを見て参加しました。お父さ んと お母さ んと 一緒にいっぱいごみを

拾えました。お宝とも いっぱい交換できたので楽しかったです。またみんなで参加したいです。

《 探鳥会に参加し た小学４年生の保護者》

子ども が前から 行きたいと 言っていてやっと 参加できました。いつも 家で動画ばかり見ている姿

をここ 数年は見慣れていたので、図鑑を見て野鳥観察に夢中になる娘を見てビックリしまし た。

次回も 一緒に参加したいと 思いました。

《 津谷川リ バークリーンへの参加者（ ６０代）》

私は今まで行政の立場にいて、皆さ んが様々なエリアを清掃し ているのは知っていまし た。今回

初めて参加し て感じたのは、防潮堤の上からだとごみがなく 綺麗だと 思っていましたが、降りてみ

ると 沢山のごみがあったこと 。今までの皆さ んの活動に感謝です。

活動に関わっ た方の声

［ 代表者］  中舘 忠一

小泉ユニバーサルビーチユニット

探鳥会の様子

当団体は、東日本大震災の津波体験による住民の海離れや建物

が全壊し 手付かずのままの空き 地、県内最大高の防潮堤の有効

活用などの課題を少し でも 解決に導けるよう にと 、震災より 9 年

ぶりに小泉海水浴場がオープンし たこと をきっかけに地元有志で

設立しまし た。こ れからも 長く 住み続けら れる町を目標に、世代間

交流・ 自然環境の保護や保全・ 親水・ 伝統継承・ 防災減災などのさ

まざまな取り 組みを行っています。

◎活動地域｜宮城県気仙沼市本吉町

◎助成期間｜2 年間

水環境を整え自然界を保全し ていく まちづく り   ― 海・ 山・ 川・ ビオト ープがある町 ―

外尾川リバークリ ーン

宝探しビーチクリ ーン

1

〈 定量成果〉

結　 果計画値

助成対象事業の活動回数

活動参加人数

ごみ回収量

保全整備した面積

環境教育参加人数（ のべ人数）

観察した野鳥数

1 4 回

4 2 0 人

5 1 6 k g

2 9 ,7 0 0 ㎡

5 2 人

8 0 羽

1 4 回

4 7 0 人

5 0 0 k g

ー

ー

7 0 羽

▶

▶

▶

▶

▶

▶

2 0 2 4 年度  助成先団体活動地域（ 海外）

2 0 24 年度  助成先団体活動地域（ 国内）

【 宮城県気仙沼市】

小泉ユニバーサルビ ーチユニット

（ P1 0 ）

【 千葉県習志野市】

N PO 法人 さ ざなみ

（ P2 1 ）

【 小笠原諸島、関東地区】

認定N PO 法人

エバーラ スティ ング・

ネイ チャー （ P2 2 ）

【 エチオピ ア 南エチオピア州】

認定N PO 法人

ホープ・ イ ンタ ーナショ ナル開発機構

（ P1 8 ）

【 岡山県倉敷市】

公益財団法人

水島地域環境再生財団 （ P1 2 ）

【 神奈川県逗子市】

海×TECHプロジェクト

実行委員会 （ P1 1 ）

【 沖縄県国頭郡】

N PO 法人 オン・ ザ・ ロード

 （ P1 3 ）

【 イ ンド  ビ ハール州 マドゥ バニ県】

認定N PO 法人 ウォータ ーエイド ジャパン

（ P1 4 ）

【 ミ ャンマー マンダレー地域 ヤメ ーティ ン県】

公益財団法人 オイ スカ

（ P1 6 ）

【 ウガンダ チク ベ県】

認定N PO 法人 難民を 助ける会

（ P1 7 ）

【 ケニア キスム郡】

N PO 法人 STAN D  A LIV E

（ P1 9 ） 【 ケニア クワレカウンティ 地域】

Tea m  N AKU SCO

（ 長崎ケニア住血吸虫症制圧大作戦）

（ P2 0 ）

【 フィ リピ ン ソ ルソゴン州】

公益財団法人

アジア協会アジア友の会

（ P1 5 ）

【 北海道札幌市】

N PO 法人

カラカ ネイトト ンボを 守る会

あいあい自然ネット ワーク

（ P2 5 ）

N PO 法人

おおいた環境保全フォーラ ム

（ P2 4 ）

【 福岡県宗像市】

認定N PO 法人 改革プロジェクト

（ P2 6 ）

【 福岡県 博多湾および、その近海】

一般社団法人 ふく おかFU N

（ P2 7 ）

【 大分県内】

N PO 法人

エー・ ビ ー・ シー野外教育センタ ー

（ P2 3 ）

大分県大分市、別府市、日出町、

杵築市、臼杵市、津久見市【 】
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第1 8 回TO TO 水環境基金から の積極的な 活動周知PRが、

徐々に住民・ 行政に届いてきています。新規参加者増加はも ち

ろんですが、今年は津谷小学校・ 津谷中学校の総合学習（ 小学

3 年生から 自分の探求し たいテーマを決めて、その活動発表を

小学6 年生と 中学3 年生の2 回で発表する）の講師とし て、また

発表会へ地域代表とし て招待さ れまし た。小泉地区と 津谷地

区の海ごみを 中心とし た清掃活動をし ているのは当団体だと

周知さ れてき た証だと 思います。年度ごと の成功ラ イ ンは越

えら れたと 考えています。

実施結果プ ロ ジェ クト 内容

小泉地区は、海・ 山・ 川・ ビ オト ープ が小さ な町に全て揃ってい

る珍し い自然豊かな土地です。住民みんなで小泉地区の未来

を 考えていく ために、こ れまでに取り 組んでき た行政・ 他団体

を巻き 込んだ市民参加型の「 各場所のごみ拾い活動」「 景観を

取り 戻す活動」「 ごみの調査」「 探鳥会」への参加者増を図り 、環

境保護活動を 柱にし た住民同士のつな がり・ 地域の活性化を

発展さ せていきます。
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AI学習に取り 組む子どもたち

［ 代表者］  武藤 素輝

海×TECHプロジェクト 実行委員会（  現  一般社団法人  Blue  A rch ）

当団体は、地域の熟練漁業者と 若手エンジニアが協力し 、人と 自

然が調和する豊かな海の環境づく り を目指し て2 0 2 3 年に設立し

まし た。

私たち が行っている「 磯焼けウニの自動検知」・「 ブルーカーボン

量計測用AIモデル」・「 水中ロボット 」などの研究開発の成果を、子

ども たちでも 容易に扱える形で提供し 、海の変化や恵みを体感で

きる体験型環境学習イ ベント を開催し ています。

助成対象事業の活動回数

環境教育参加人数（ のべ人数）

2 回

小学生参加者3 0 人（ 保護者約3 0 人）

結　 果

《 環境学習に参加した小学生》

・とにかく AIをもっと 知りたいと 思った。

・ AIでつく っていく のが一番すごかった。

・ AIが好きになった。帰ったらAIをつく る。

《 環境学習に参加した保護者》

・ 実際のモデルを使ってA Iの仕組みを体験できて、自分で飼育するほどはまっているカニ×AIを

つく り たいから 勉強する！と 意欲を出し ていまし た。前回に引き続き、ワカメ がと れなく なってい

る状況が思っていた以上に深刻だとわかったことも 印象深かったです。

・ 普段ワカメ を食べない娘でも 食べる事が出来ました。小さ かった種が僅か2ヶ月で大きく なった

ことに驚いていた様です。プログラミ ングも 今回はコ ード を使ったも のになっており 、開催者の

皆様の工夫を感じました。とても 勉強になる内容でした。あり がとう ございまし た。

2
［ 代表者］  石田 正也

公益財団法人  水島地域環境再生財団3

◎活動地域｜神奈川県逗子市

◎助成期間｜1 年間

2 回

3 6 人

▶

▶

計画値

啓発展示 © 水島地域環境再生財団

倉敷市水島地域は、戦後、我が国を代表するコ ンビ ナート が建設

さ れ、高度経済成長を支えまし たが、同時に大気汚染公害も 発生

し まし た。公害訴訟の和解を受け、市民・ 企業・ 行政および専門家

などが協働し て、地域の環境再生・ まち づく り に取り 組むための

拠点と なるべく 当財団が設立さ れまし た。

公害の教訓を 未来に活かし 、持続可能な地域づく り を目指し て、

若者の学びの場つく り・ 支援、海ごみ問題などに取り 組んでいま

す。

助成対象事業の活動回数

活動参加人数

ごみ回収量

1 6 回

4 1 2 人（ う ち TO TO グループ社員 25 人）

7 1 8 .5 9 kg

結　 果

《 倉敷市立南中学校2 年生》

・ 川を1 時間く らいそうじしただけで、こ んなにも 多く のごみがとれてびっく りしました。

・ ごみ拾いをし て分かったこと は、ごみにも いろ いろな種類があること です。掃除を する人がいて

も 、汚す人がいると いつまでも 川はきれいになりません。なので、川へのポイ 捨てはやめましょう 。

《 倉敷医療生協職員（ 女性）》

「 陸ごみ回収ボックス」に取り 組むことで、意識が変わり 、通勤コ ースでごみが溜まっているところ

を選ぶよう になりまし た。通り すがり の人にお礼を言われてと ても 嬉しかったので、今後も 頑張り

たいと思います。

◎活動地域｜岡山県倉敷市

◎助成期間｜2 年間

1 6 回

5 6 3 人

2 7 0 k g

▶

▶

▶

瀬戸内海の守り 人 “海ボウズ”育成プロジェクトテクノ ロジーを用いて海の変化を 深く 理解し 、海の恵を 味わう こと ができる、次世代の環境学習イ ベント 開催

計画値

乗船して水中ド ローンで海の中を観察

ワカメ の種付け体験

陸ごみ回収ボックス

中学生による河川清掃と 環境教育

〈 定量成果〉

〈 定量成果〉

© 水島地域環境再生財団© 水島地域環境再生財団活動に関わっ た方の声活動に関わっ た方の声

昨年度より 始めた、月1 回の「 海ボウズプロジェクト 」に加えて、

「 陸ごみ回収ボック ス」の設置・ 呼びかけや、「 海ごみ推理ワーク

ショッ プ 」の実施など、新たな展開を 加えること で、活動の幅を

広げること のでき た1 年と なり まし た。特に、中学生や高校生、

大学生向けの取り 組みでは、清掃に加えて学びの要素も 取り

入れたこと で、若い人たちにとって有意義な 活動と なり 、今後

に期待できると 考えています。

他団体の清掃活動と 連携し たこと も あり 、ご み回収量は目標

を大きく 上回ることと なりまし た。

活動場所が固定化し てきているところも あり 、今後は新たな場

所を開拓するとと も に、そこ での活動をきっかけに、自主的・ 継

続的な取り 組みを 呼び掛け、活動の環をさ ら に広げていき た

いと 考えています。

実施結果

2 0 2 3 年度から 開催し た環境教育イ ベント は、当年度も 2 回の

イ ベント を実施し 、と も に参加者および保護者様から 大変高評

価を いただき まし た。今年度はイ ベント 内容を 大きく 拡充し 、

参加者の体験価値向上に注力し た結果、アン ケート ではA Iへ

の興味が湧いたこ と や、ワカメ の種付け体験が楽し かっ たな

ど、拡充し た内容に対する評価を いただけたこと を 嬉しく 思っ

ています。

一方で、参加者一人一人が海中ロボット を 楽し む時間が少な

かった点や、A I学習の内容が高度になると 子ども たち の理解

が難しく なる 部分があること などが改善点とし て挙げら れま

す。今後はこ れら の点を 改善し 、さ ら に充実し た内容を 提供し

ていきます。

実施結果プロジェクト 内容

次世代を 担う 小学生を対象とし た体験型の環境学習イ ベント

を 、地域の熟練漁業者と 若手エンジ ニア が共同で 開催し ま

す。参加者は、身近な海の深刻な変化を目の当たり にし 、海中

ロボット やA I技術を 活用し て環境問題にアプローチする方法

を 体験し 、学ぶこと ができ ます。さ ら に、養殖現場の見学や地

域の海の幸を味わう こと で、豊かな海を 守っていきたいと いう

想いが育まれる機会をつく り ます。

プロジェクト 内容

海ご みの約8 割は陸域由来と 言われており 、全国でも 有数の

用水路王国である倉敷市で、用水路およびその周辺でのごみ

拾い活動「 海ボウズプロジェクト 」を市民に呼びかけ、定期的に

実施し ます。その取り 組みを 見える化し て社会に成果を 発信

すると と も に、日常的にご み回収や発生抑制に取り 組む人材

を 育成すること で、瀬戸内海に流入するごみの減量化を目指

し ます。

© 水島地域環境再生財団
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海洋ごみを使ったワークショッ プ

［ 代表者］  高橋 歩

N PO 法人  オン・ ザ・ ロード

当団体は、日本の逆境にいる子ども たちや、世界中の難民キャン

プ・ 貧困地域などで暮ら す子ども たちに教育提供・ 職業支援など

を行う こと を目指し て2 0 0 8 年に設立。こ れら のサポート を通し て

自身の夢を叶え、カ ースト や貧困に縛ら れずに生きていけるよう

支援し ています。

2 0 2 2 年から は、日本国内においてビ ーチクリ ーン活動で海洋ご

みを回収し 、アッ プサイクルするプロジェクト「 TRU E BLU E」を開

始し まし た。

《 活動に参加した男性（ 1０代）》

夏休みの思い出になりました。夏休みに行った海はと ても 綺麗だったけど、その海にもこう やって

ごみが落ちてて、生き物が死んでいるのは悲し い。

《 活動に参加した女性（ ２０代）》

ビ ーチクリ ーンの参加から 始まり 、海洋プラスチックから 世界に一つだけの作品を作る体験。と

ても 貴重な経験でし た。ごみだと 思っていたも のが自分の手によって素敵なプロダクト に変わっ

ていく 様に、ワクワクを感じまし た。

《 活動に参加した女性（ ３０代）》

海洋プラスチックがこ んなに素敵なアクセサリ ーに生まれ変わることに感動しました。こ れをきっ

かけに、子ども もアッ プサイクルに興味を持ちまし た。そんな人が1人でも 増えて、大好きな海や

地球のために自分たちにできることを少しでもやっていけたらいいなと 感じまし た。

4
［ 代表者］  古米 弘明

認定N PO 法人  ウォータ ーエイド ジャパン5

◎活動地域｜沖縄県国頭郡今帰仁村古宇利

◎助成期間｜3 年間

完成した給水設備から の水汲み © W aterA id  Ind ia

ウォータ ーエイド は、世界の最も 貧困なコ ミ ュニティ に清潔な水

と 衛生を届けること を目的に1 9 8 1 年に設立さ れた水・ 衛生専門

の国際N G O です。

「 すべての人がすべての場所で、清潔な水と 衛生設備（ ト イレ）を

利用し 、衛生習慣を実践できる世界」をビジョ ンとし 、こ の実現の

ために、アジア、アフリカ など2 5 か国において、水・ 衛生プロジェ

クト の実施、政策提言および関心喚起に取り 組んでいます。

日本法人であるN PO 法人ウォータ ーエイド ジャパンは、2 0 1 3 年

に設立さ れまし た。

《 排水管理システムの利用者グループ代表：ギータ・ デヴィ さ ん》

以前この地域には、排水を処理する術がなく 、道路や共有地に排水が溜まって問題を引き起こし

ていました。今回の支援によって、私たちはマジックピット と いう 優れた排水施設を手に入れるこ

と ができました。衛生を促進できるよう になり、とても 感謝しています。

《 学校運営委員会メ ンバー：ユゲシュ・クマルさ ん》

私たちは、ウォータ ーエイド が私たちの村の母子保健センタ ーの給水設備を改修し 、手洗い場を

備えた新し いト イレ棟を建設したことによる大きな改善を目の当たりにしまし た。今では学校と 母

子保健センタ ーに整備さ れた水・ 衛生施設があり 、子ども たちは自分たちの権利、特に水・ 衛生に

関する権利を積極的に主張しています。水・ 衛生施設が建設さ れて以来、全ての施設が清潔に保

たれ、よく 整備さ れています。

◎活動地域｜インド  ビハール州マドゥバニ県

◎助成期間｜1 年間

活動に関わっ た方の声

活動に関わっ た方の声

インド  ビハール州 保健センタ ーの水・ 衛生改善プロジェ クト沖縄でのビーチクリ ーンと アッ プサイク ル体験による５Ｒ普及活動

アッ プサイクル アクセサリ ーつく り

ビーチクリーン

排水管理システム

母親グループ会議

助成対象事業の活動回数

活動参加人数

ごみ回収量

9 5 0 回

1 ,7 3 6 人（ う ち TO TO グループ社員 1 3 人）

1 ,0 0 0 k g

結　 果

5 0 回

2 ,2 0 0 人

3 ,5 0 0 kg

▶

▶

▶

計画値

〈 定量成果〉

保健医療施設、女性自助グループ、

学校運営委員会対象の水・ 衛生維持

管理セッショ ン参加者数（ のべ人数）

母子保健センタ ー20カ所の給水設備 

保健医療施設1カ所の

ト イレ・ 手洗い設備・ 給水設備

排水管理システム

受益者数（ 実人数）

衛生教育参加人数（ のべ人数） 5 0 0 人

6 0 2 人

結　 果

2 0 0 人

5 ,2 2 6 人（ 設備設置1 2 7 0 人＋3 9 5 6人）7 ,2 8 0 人

3 ,9 5 6 人

2 0 基2 0 基

1 基 1 基

4 箇所（ 1 村1 箇所）4 箇所（ 1 村1 箇所）

▶

▶

▶

▶

▶

▶

計画値

〈 定量成果〉

こ の1 年間で県内の母子保健センタ ーと 保健医療施設におけ

る水・ 衛生設備の改善は大きく 前進し まし た。また、村々にシン

プ ルかつ効果的な 排水管理システムを 導入し 、より 清潔で健

康的な 環境づく り に貢献し まし た。こうし た総合的な 取り 組み

により 、人々は安全な 水を利用し 、正し い衛生習慣を 実践する

こと が可能になり まし た。住民、特に女性や社会から 疎外さ れ

がち な人々が自信を持って、水・ 衛生改善の取り 組みに参加す

るよう になっています。

今後、当団体では本プロジェクト の成果を「 モデル」とし て示し

ながら 、住民、現地政府などと 連携し て、費用対効果の高い持

続可能な方法で地域の水・ 衛生改善に取り 組んでいきます。

実施結果

2 0 2 3 年にアッ プ サイク ルの工房が完成し てから 、地域住民や

観光客へのアプロ ーチを 行い、ビ ーチクリ ーンや環境保全の

ワーク ショッ プを 実施し てきまし た。また、広報活動とし て、他

団体と の協働のイ ベント や自主開催ツアー、海外店舗の立ち

上げ、全国行脚啓蒙ト ークツアーなどを行い、海洋問題への関

心を 幅広い層へ普及さ せる活動をし ています。こ のよう に、国

内外の人々が共通の関心に目を 向け環境問題を 知り 、学び、

実践に移し 、各国の海洋問題を自分事とし て共に考え、国を 越

えて課題解決に向かう 事業を 展開する中で、スタ ート アッ プ の

大事な時期に多方面から の活動を行う こと ができまし た。

実施結果プロジェクト 内容

沖縄における「 TRU E BLU E」活動プロジェクト を発足します。

体験型観光スポット の施設を開設し 、観光客をはじ め沖縄に住

む住民が参加でき る「 ご みを 唯一無二の作品に昇華さ せる」

場とし ての定着を目指し ます。

また沖縄や世界の海洋保全の大切さ を 伝えるワークショッ プ

を 開催し 、製作し た作品はブ ラ ンド 化し て販売すること で 、海

洋問題を 知ら なかった人々にも 海洋問題を知り 考えるきっか

けを作ります。

プロジェクト 内容

インド の農村部では、家庭内だけではなく 、保健医療施設や母

子保健センタ ーなどの「 公共の施設」でも 給水設備・ト イレが

使えず、手洗いができ ないこと が課題と なっています。

ビハール州マドゥバニ県の4 村にある母子保健センタ ー2 0 か

所、保健医療施設１ か所で、安全な飲料水と 衛生設備（ ト イレ）

を 利用でき るよう にし 、手洗いなどの衛生習慣を 普及するほ

か、4 村に1 基ずつ排水管理システムを設置し て地域の衛生環

境を改善し ます。

© W ate rA id  Ind ia

© W ate rA id  Ind ia
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参加者の集合写真

［ 代表者］  篠原 勝弘

公益社団法人  アジア協会アジア友の会

当会は、安全な飲料水の供給から 始まり 、現地から の要請を受け

る形で、「 環境保全」「 教育支援」「 生活自立支援」に関する活動を

行ってきまし た。地域の課題解決のために、４ 分野の事業を 中心

に必要な 事業を組み合わせ、地域の自立を 目指し ています。ま

た、日本国内においても 、アジアやその支援活動に関心を持って

もらう ための啓発・ 広報活動を実施し ているほか、全国の会員が

アジア支援や活動の輪をひろげるためのチャリ ティ イ ベント など

を行っています。

《 パンダンのクリ ーンアッ プに参加した高校生》

今年は大き な台風が連続し てパンダンを襲い、町のあちこ ちで大きな被害が出ています。浜辺

も ごみでいっぱいでと ても 大変でし たが、みんなで力を 合わせてき れいにすること ができまし

た。私たちの故郷の自慢のビーチに戻すことができて、と ても 嬉し いです。

《 サンタ・ マグラレナ児童開発センタ ー スタッフ（ 2 0 代）》

オリ エンテーショ ンはと ても 分かり やすく 、私たちが新たに取り 組むために必要な情報や具体的

行動について詳しく 学ぶこと ができました。こ の知識は、私たちの子ども や保護者、そして地域社

会にも 大いに役立つと 確信しています。今から実践すること が楽し みです。

《 サンタ・ マグダレナ住民 保護者（ 4 0 代）》

こ のプログラムに参加できたおかげで、私たちの環境で何が起こっているのか、私たちの行動が

環境と 子どもたちにどんな影響を与えているのかを実感しまし た。

6
［ 代表者］  中野 悦子

公益財団法人  オイスカ7

◎活動地域｜フィリピン ソルソゴン州マト ノッ グ町、サンタ・ マグダレナ町、カシグラン町 他

◎助成期間｜1 年間

みんなで植樹 © オイスカ© アジア協会・ アジア友の会

当団体は、「 すべての人々がさ まざまな違いを乗り 越えて共存し 、

地球上のあらゆる生命の基盤を守り 育てよう と する世界」を目指

し て、主にアジア・ 太平洋地域で農村開発や環境保全活動を展開

し ています。特に人材育成に力を入れており 、各国の青年が地域

のリ ーダーと なれるよう 研修を行い、修了後は各国に戻ってそれ

ぞれの国で農村開発に取り 組んでいます。日本では、農林業体験

やセミ ナー開催などを通し ての啓発活動や環境保全活動を展開

し ています。

《 雨水貯蔵設備を設置し た学校の校長先生》

井戸を掘っても 、飲み水にも 植物の水やりにも 使えない水し か出なかった学校に雨水タ ンクがで

き 、本当にあり がたいです。水がたく さ ん貯まったので、飲み水や野菜づく り に活用できます。

苗木にもしっかり 水やりをして、枯れないよう に管理を続けます。

《 植林活動に参加した生徒》

植えた木が早く 大きく なって、日陰になってく れると いいなあと 思います。村の人たち 全員に木

を 植える活動に参加し てほし いし 、木を 植えるこ と の大切さ を みんなにわかってほし いです。

村の中や家の近く にも 木や花を植えて、きれいな村にしていきたいです。

《 エコ キャンプに参加した教員》

複数の学校から 子ども たちが集い、環境をテーマに学びあう こと ができるこ の機会は本当に貴

重であり がたいです。ぜひ今後も 継続していただきたいです。

◎活動地域｜ミ ャンマー マンダレー地域ヤメ ーティ ン県ピョ ーボエ郡

◎助成期間｜1 年間

ミ ャンマー中央乾燥地域における水環境の改善と 環境教育住民主体のごみ管理 ～クリ ーンでグリ ーンな地域・ 学校・ 水環境のために～

環境オリエンテーショ ンの様子

ビーチクリーン光景

新設ト イレの清掃活動

完成し た雨水タ ンクから の水汲み

© アジア協会・ アジア友の会

© アジア協会・ アジア友の会

© オイ スカ

© オイ スカ

助成対象事業の活動回数

活動参加人数

ごみ回収量

植樹本数

「 水タ ンク・ 手洗い場所・ト イレ・ キッチン・ 屋根など」設置

受益者数（ 実人数）

衛生教育参加人数（ のべ人数）

1 6 1 回

4 ,6 2 0 人

2 0 ,0 0 0 kg

9 5 0 本（ ジャッ クプルーツ、マングローブ、サント ル、柑橘類など）

1 8 基・ 1 3 箇所（ 1 3ヶ村の幼稚園）

2 ,5 0 0 人

4 ,6 2 0 人

結　 果

1 2 0 回

2 ,3 0 0 人

1 5 ,0 0 0 k g

6 0 0 本

ー

2 ,0 0 0 人

1 ,9 6 0 人

▶

▶

▶

▶

▶

▶

▶

計画値

〈 定量成果〉

助成対象事業の活動回数

活動参加人数

ごみ回収量

植樹本数

環境教育参加人数（ のべ人数）

「 雨水貯蔵システム、ト イレ、ごみ焼却炉」設置

受益者数（ 実人数）

4 5 回

2 ,7 7 2 人

4 5 k g

6 0 0 本（ ニーム、レインツリ ー、ホウオウボク、セスバニアなど）

2 ,5 1 0 人

7 基・ 4 箇所

1 ,9 7 2 人

結　 果

2 8 回

3 ,5 5 0 人

5 0 kg

1 ,0 0 0 本

2 ,7 0 0 人

7 基・ 4 箇所

1 ,7 9 5 人

▶

▶

▶

▶

▶

▶

▶

計画値

〈 定量成果〉

活動に関わっ た方の声 活動に関わっ た方の声

厳し い気候や予期せぬ災害、社会不安が続く 中でも 、現地ス

タッフ の献身的な努力と 学校の協力により 、概ね予定通り 活動

を実施すること ができまし た。雨水貯蔵設備やト イレ、焼却炉の

設置により 、衛生環境や子ども たちの学習環境の改善にも 貢献

できたほか、緑化や学校菜園に雨水を活用するなど、乾燥地な

ら ではの課題に対応し ながら 環境保全活動を 促進すること が

できまし た。また植林活動や有機農業の実践指導のほか、教員

向けセミ ナーやエコ キャン プなどの開催を 通じ て、子ども たち

だけでなく 教員や住民にとっても 、環境に対する意識を高め、実

践力を 強化する機会になり まし た。地震による影響も 一部見ら

れるため、調査とフォローアッ プを継続し て行っていきます。

実施結果

地域の水環境の悪化によっておきる環境破壊や貧困を 改善す

るために、住民主体のご み管理に取り 組み多く の成果を 上げ

ること ができまし た。ごみの分別や堆肥化・ 苗木作り セミ ナー

開催が大き な意識改革につながっています。

地域清掃は、継続すること で美しく 清潔な地域作り を推進。学校・ 幼

稚園と 連携し た活動では新たな拠点3 4ヶ 所で、実践と 習慣化の促

進、地球と 地域の環境教育を行いまし た。各拠点で必要と さ れる、ト

イレ、水タ ンクや手洗い場所の設置も 開始し 、リ サイクルできる素材

のアッ プサイク ルも 継続し て幼稚園の教材などに有効活用し ていま

す。コ コ ナッツオイ ルの生産・ 販売も 始め、各家庭の収入の増加、栄

養改善や経済的負担を軽減し 住民の安心感にも つながっています。

実施結果プロジェクト 内容

ご み処理システムの整わな いフィ リ ピ ン の農村において、ご

みの分別とリ サイク ル・ 堆肥化促進による「 不衛生な生活環境

や水環境の改善」・「 子ども・ 親たち の環境意識向上」を 実施し

てき まし た。また、有機肥料で安全な野菜を 栽培し 、栄養改善

や低収入の家庭を 支える「 栄養改善・ 家計支援」の事業活動を

さ ら に広範な地域へ展開し 、ネット ワークを構築し て強固な実

施体制をつく ること によって定着を目指し ます。

プロジェクト 内容

厳し い気候条件の中、慢性的な水不足と なっているミ ャンマー

中央乾燥地域にある事業地において、雨水貯蔵システムを 設

置すると 共に、不足し ているト イレの建設および栄養源と なる

樹種の植林活動を行う こと で生活環境の改善を図ります。さら

に、児童や教員を 対象とし た水環境保全に向けたセミ ナーや

ご みの清掃、農薬や化学肥料を 使わない野菜づく り などの環

境教育を行う こと で、学校における環境保全活動が主体的に

継続さ れることを目指し ます。
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完成した女子ト イレ

［ 代表者］  堀江 良彰

認定N PO 法人  難民を助ける会

当団体は、インド シナ難民を支援するために発足し た「 日本生ま

れ」の国際N G O です。「 一人ひとり 多様な人間が、各々の個性と

人間とし ての尊厳を保ちつつ共生できる、持続可能な社会」を目

指し 、政治・ 思想・ 宗教に偏ら ないこと を基本に、難民など人道的

危機にさ ら さ れた人々に必要なも のを迅速に届け命をつなぐ 緊

急支援と 未来を切り 拓く ための長期的な支援を展開し ています。

現在は国内外1 8 の国と 地域で活動し ています。

《 チャングワリ中等教育校：主任教員N さ ん（ 女性）》

私たちは、今日の研修で学んだことを生かして、女子寮の生徒が自分で布ナプキンを作れるよう

に指導し 、その後、彼女たちが継続的に自分で作った布ナプキンを使えるよう にしたいと 考えて

います。

《 チャングワリ中等教育校：男子寮管理担当教員Yさ ん（ 男性）》

研修に参加して、月経や月経時の衛生管理に課題を抱えている女子生徒の悩みを知ること がで

きました。これから一緒に対策に取り 組むことで退学リスクの軽減に繋がります。

《 チャングワリ中等教育校：寮生Bさ ん（ 女性）》

ト イレや水浴び場の数は十分ではなく 、待ち時間があったり 、外で水を浴びる生徒も いました。ま

た、既存の水浴び場には水が通っておらず、水を汲んでく る必要がありまし た。今後は安心して快

適な寮生活が送れそう です。ありがとう ございました。

8
［ 代表者］  ベア・ ジェフリ ー

認定N PO 法人  ホープ・ インタ ーナショ ナル開発機構9

◎活動地域｜ウガンダ チクベ県チャングワリ 難民居住地

◎助成期間｜1 年間

布ナプキンの寄贈　 © HO PE j a p an© AAR Jap a n

当団体は、カナダのバンクーバーに本部を置く ホープ・ ネット ワー

ク の日本拠点とし て、2 0 0 1 年に名古屋で設立さ れまし た。ホー

プ・ ネット ワークは世界9カ国に拠点を持ち、極貧層への支援を続

けています。「 支援の届いていない人々の自立への道筋を支援す

ること 」を理念とし 、住民自ら が問題を解決し 貧困から 抜け出すた

めの自立支援事業を行っています。「 水からはじ まる自立支援」を

キャッ チフレーズに水供給・ 保健衛生・ 教育事業を展開し 、こ れま

でに5 万人以上に安全な水を供給し まし た。

《 ドゥバゴ小学校：児童（ 15 歳）》

生理があると きは、女の子用のト イレも なく 学校を休んでいたの。でも 、新し いト イレができると

聞いて、これからは安全にト イレが利用ができると 思うとと ても 楽し みです。

《 ドゥバゴ小学校：校長先生》

念願のト イレが完成し 大変感謝し ております。よう やく プラ イバシーが守ら れたきれいなト イレ

を児童たちが利用できるよう になります。W aSHクラブを中心に維持管理し ていきたいと 思って

います。

《 ベレタ 小学校：女性教師》

生理が原因で女子児童が男子児童と 同等に教育を受けること ができない現状でし た。こ の授業

を通じて適切な知識を身につけた女子児童たちは学ぶことにもっと 意欲的になると 思います。

◎活動地域｜エチオピア 南エチオピア州ゴファ地方オイ ダ地区

◎助成期間｜1 年間

完成した井戸を利用する生徒たち

布ナプキン作り の指導をする女子生徒代表

布ナプキンを受け取った女子児童たち

小学校に完成したト イレ

© AAR Jap a n

© AAR Jap a n

© HO PE j ap an

© HO PE j ap an

助成対象事業の活動回数

活動参加人数

「 ト イレ」設置

「 水浴び場」設置

「 生理用品焼却炉」設置

「 井戸」設置

受益者数（ 実人数）

衛生教育参加人数（ のべ人数）

7 回

4 0 9 人

4 基（ 内1 基はバリ アフリ ー設備）

3 基

1 基

1 基

4 0 9 人

6 1 1 人

結　 果

4 回

2 0 1 人

4 基（ 内1 基はバリアフリ ー設備）

3 基

1 基

1 基

2 7 2 人

1 9 3 人

▶

▶

▶

▶

▶

▶

▶

▶

計画値

〈 定量成果〉

助成対象事業の活動回数

活動参加人数

「 女子児童学校ト イレ」設置

受益者数（ 実人数）

衛生教育参加人数（ のべ人数）

1 0 回

1 ,3 7 5 人

4 基・ 1 箇所

1 ,3 7 0 人

1 ,3 7 0 人

結　 果

1 0 回

1 ,3 7 5 人

4 基・ 1 箇所

1 ,3 7 0 人

1 ,3 7 0 人

▶

▶

▶

▶

▶

計画値

〈 定量成果〉

私たちが広める！ 「 ト イレの利用と 手洗い」ウガンダにおける学校の衛生環境整備支援

活動に関わっ た方の声 活動に関わっ た方の声

今年度も 、気候変動による長雨や森林伐採による土砂崩れ、通

貨ブルの下落など外的要因の影響を強く 受けまし た。ドゥバゴ

小学校では4 度壊れた土製ト イレの代わり に新たなコ ンクリ ー

ト のト イレを 完成さ せ、月経衛生教育も 実施。子ども たち の尊

厳を 守ら れる環境が整いまし た。道路崩壊で建設を 断念し た

ベレタ 小学校には、近隣校で授業を 行って支援を 届け、最後ま

で諦めず誰一人取り 残さ れないよう できる限り 支援を 行いま

し た。

子ども たち が得た月経や公衆衛生に関する確かな知識は、支

援終了後も 生き ていく 上でずっと 役立って いく も のと なり ま

す。

実施結果

ウガンダ・ チャングワリ 難民居住地で唯一の公立中等教育校の女子寮にト イ

レ・ 水浴び場・ 生理用品焼却炉・ 井戸および水供給システムを整備し たこと で、

女子寮の衛生環境を整え、寮生が安心して学習できる環境を整備すること が

できまし た。寮生からは井戸を設置し たこと で、水汲みの時間が短縮さ れ、授

業に遅刻すること がなく なった、勉強に集中できるようになったと いう 声が聞

かれまし た。そのほか、寮母、寮担当教職員、代表生徒、寮生に対し て施設の

維持管理研修や衛生啓発活動を行ったこと で、寮生がト イレ使用後の手洗い

の習慣や、使用し た生理用品を焼却炉で正しく 処分する方法、建設し たト イレ

や水浴び場を清掃し 、清潔に保つ方法を身につけること ができました。

実施結果 プロジェクト 内容

南エ チオピ ア 州ゴファ 地方オイ ダ 地区の4 つの小学校のう

ち 、3 校で水環境基金の助成を 受けてト イレを 建設し 、児童に

ト イレ利用と 手洗いの衛生啓発を行いまし た。こ れにより 、児

童たち は新し いト イレを 利用し 始め、手洗いの習慣も 定着し

まし た。残り 1 校のト イレ 建設は長雨による 道路崩落で 断念

し 、代わり に月経教育を実施予定です。また、ザバ郡の小学校

でも プ ラ イ バシーを 確保し たト イレ建設と 衛生教育を 行う 予

定です。

プロジェクト 内容

ウガンダ共和国の西側国境近く のチャングワリ 難民居

住地は、首都から 離れた地方に位置し ていること から

イ ンフ ラ 整備などの開発が遅れており 、増加する難民

数に対し て学校施設の整備も 追い付いていません。当

居住地唯一の中等教育校にある女子寮にト イレ・ 生理

用品焼却炉・ 水浴び場・ 井戸・ 水供給システムを 整備す

ると と も に、学校関係者や女子寮利用生徒への衛生啓

発研修を 通じ て、自身の体やト イレの衛生管理ができ

るよう になること を目指し ます。
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完成したエコ サント イレと その仕組み

［ 代表者］  西岡 哲平

N PO 法人  STAN D  ALIVE

当団体は、女性や子ども が生まれた国や地域に関係なく 、平等に

生き 、公平に社会のスタ ート ラインに立てるよう な社会の実現を

目標に2 0 2 2 年3 月に設立しまし た。設立以降、ケニア西部キスム

郡地域において高い母子死亡率の改善を目標に、女性たち が母

子保健知識を 学ぶための仕組みづく り を 実施し てきまし た。ま

た、地域ボラ ンティ アと 協力し て、女性たち が自身と 子ども たち

の健康を守れるよう に母子保健に関する知識の講習会を定期的

に実施するなど様々な取り 組みを行っています。

《 エコ サント イレを自宅に建設したO さ ん》

エコ サント イレの仕組みや利点を知り合いや地域保健ボランティ アから 聞き、ぜひ建てたいと 思

いまし た。し 尿を肥料とし て使えるのが私にとっての利点です。実際に使う のはこれからですが、

一番いいト イレだと 思っています。これから使う のが楽し みです。

《 地域保健ボランティ アのYさ ん》

エコ サント イレの仕組みや利点を 学ぶこと が出来まし た。村の住民たちが自身の健康や環境を

自ら の手で改善するために、こ のト イレを自分の担当地域に広める役割を 担えること にと ても

充実感を感じています。

《 地域保健ボランティ アのGさ ん》

エコ サント イレの利点を地域の人が理解すれば、それを広めたり人々に建てるよう に説得するの

は難し いこと ではありません。実際に建設し た人がその利点を最大限生かせるよう に、こ れから

も 地域の人とコミ ュニケーショ ンを取っていきます。

［ 代表者］  森保 妙子

Team  N AKU SCO  （ 長崎ケニア住血吸虫症制圧大作戦）

◎活動地域｜ケニア キスム郡キスム西準郡東キスム区コ ゴニ準区

◎助成期間｜1 年間

子ども たちへの手洗い教室光景 © 長崎大学© STAN D  ALIVE

Team  N AKU SCO は、日本で住血吸虫症の研究をし ている研究

者有志の集まり です。研究者とし て、日夜、新し い治療薬の開発や

より 正確な診断方法の開発に取り 組んでいますが、研究室を 飛

び出し て感染に苦し む地域とと も に行動し 、流行地の感染症制圧

を目指すために当団体を設立しまし た。

寄生虫に汚染さ れた水に接触すること で感染する住血吸虫症を

防ぐには、安全な水と 衛生的なト イレが必要です。ケニア共和国

において、安全な水と 衛生的なト イレにアクセスできるよう にす

るためのインフ ラ 整備と 、感染症にかから ないための行動を実践

する衛生教育に地域の人とと も に取り 組みます。

《 ムワシャンガ小学校：児童》

学校に綺麗なト イレができて嬉し い。こ れからはちゃんとト イレを使います。でも 家にはト イレが

ないんだよね。

《 ムワシャンガ小学校に３人の子どもたちが通う お母さ ん》

子ども たちが下痢やキチョ チョ（ 住血吸虫症）に罹ったこと がある。ト イレで排泄すること が大切

なのは知っているが、う ちにはト イレがない。地域全体で子ども たちの衛生環境を整えること は

と てもよいこと だと 思う 。保護者とし てできるだけ協力したい。

《 クワレ保健大臣》

ト イレを使う こと 、衛生教育を推進すること は、感染症予防の観点からも 極めて重要です。活動が

地域全体にポジティ ブな変化をも たらす最初の一歩となることを願っています。

◎活動地域｜ケニア クワレカウンティ 地域

◎助成期間｜1 年間

活動に関わっ た 方の声

N A KU SCO  Kich o cho  Pro j ect ～みんなでつく る、水とト イレと 村の未来～水と 衛生環境の保全のための環境衛生式ト イレ普及事業

地域住民を対象とした啓発活動

エコ サント イレの実践研修

子ども たちへの衛生教育の重要性をレクチャー

完成し たト イレ

© STAN D  ALIVE

© STAN D  ALIVE

© 長崎大学

© 長崎大学

「 エコ サント イレ」設置

衛生教育参加人数（ のべ人数）

3 0 基

8 5 5 人

結　 果

3 0 基

5 5 0 人

▶

▶

計画値

〈 定量成果〉
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助成対象事業の活動回数

植樹本数

環境教育参加人数（ のべ人数）

「 共同ト イレ（ 男子用2 個＋女子用2 個）」設置

「 雨水をためるウォータ ータ ンク」設置

受益者数（ 実人数）

衛生教育参加人数（ のべ人数）

5 5 回

1 0 0 本（ メ リ ア、アカシア、マンゴー）

1 0 0 人

9 基・ 2 箇所

2 基・ 1 箇所

8 9 0 人

7 3 0 人

結　 果

5 4 回

0 本

0 人

9 基・ 2 箇所

2 基・ 1 箇所

6 5 0 人

6 0 0 人

▶

▶

▶

▶

▶

▶

▶

計画値

〈 定量成果〉

活動に関わっ た方の声
活動に関わっ た方の声

事業はおおむね計画通りに遂行さ れ、ト イレ2 基の設置、ウォータ ータ

ンク 1 基の設置、全校生徒を 対象とし た衛生教育、環境教育と 植樹を

実施し まし た。ただ、ト イレ建設が予定より 遅れ、最終報告で利用状況

や子ども たち の感想をお伝えできないこと が残念です。

3 月末にト イレと ウォータ ータ ンク を現地の管理委員会に引き 渡す予

定と なっています。プロジェクト 終了後にはなり ますが、４ 月に管理委

員会と 小学校の先生、保護者による活動の振り 返り を実施し 、また子

ども たちから もト イレの利用の感想を送ってもらう 予定です。

また、本事業により 、長崎大学の学生も 現地を訪問し 、ボランティ アと

し て衛生教育に関わること ができまし た。

実施結果

途上国においては、ト イレの建設そのも のより も 、その後の適切な使

用の方が重要だと 考えています。まずは建設さ れたト イレが正しく 使

用さ れて いく こと に重点を 置き 、その中で 普及のための方策を 模索

し ていき ます。住民の費用負担は、地域におけるエコ サント イレの需

要性を 再確認する機会と も なっており 、将来的には、当該ト イレの建

設が住民による半ビ ジネス的な 活動へと 発展し 、こ の地域がエコ サ

ント イレ建設の盛んな地域と なるとと も に、周辺地域への発信拠点と

なること を目指し ていきます。

水およびト イレに関する住民向け講習会については、母子保健と も 関

連する要素があること から 、今後も 継続的に実施し 、母子保健と 水衛

生の両面から 、事業地の住民の理解を深め、周辺地域に良い影響を波

及さ せること ができるレ ベルにまで事業を 引き 上げていき たいと 思

います。

実施結果プロジェクト 内容

野外排泄やピット ラト リ ンの使用によって土壌・ 水質汚

染や感染症の蔓延が深刻な問題と なって いるケニア

西部キスム郡において、高床式・し 尿を無害化するト イ

レ「 エコ サント イレ」の普及および使用・ 管理方法の啓

発を行います。事業開始時には地域保健ボランティ ア

への研修を 行う とと も に、地域住民に向けた水衛生知

識の啓発活動を事業期間を 通し て定期的に行い、地域

全体の衛生に対する意識を高め、環境改善の維持を目

指します。

プロジェクト 内容

ケニ ア 共和国ク ワレカ ウン ティ 地域にお いて 、衛生

的なト イ レ や安全な 水へのアク セ ス が困難な た め

に 住血吸虫症や下痢症に 苦し む村で 、住民自ら が

主 体的に環境改善に取り 組むC o m m u n i t y -Le d  

To ta l Sa n ita tio n（ CLTS）プログラ ムを支援し 、地域

政府や住民と 協力し てト イレと 井戸の設置、水場の改

良整備と その利用に関わる社会行動変容に取り 組み

ます。
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環境フォーラム参加者

［ 代表者］  島田 拓

N PO 法人  さ ざなみ

当団体は、地域在住の一般市民が地元を愛し 、大切にし 続けら れ

る環境づく りを主たる目的とし て設立しまし た。

習志野の海辺を「 生活に密着し 、触れ合う こと のできる海辺」へと

再生することを目指す環境整備を基軸とし て、里山の生物多様性

保全、地域の方や学生・ 子ども たちを 対象とし た環境教育、他の

N PO や教育機関と 連携し た環境フォーラ ムの開催など幅広い活

動を行っています。

《 清掃活動参加者》

茜浜のすぐ 近く 、秋津地区で町内会活動に関わっています。習志野の海を守る会は若者が中心

のN PO 活動ですが、起源は８０年代の習志野の埋め立て最終期に幼少期を過ごし た子ども たち

が中心の活動であり 、安定した地域の取り組みです。今後も 協力したいです。

《 環境フォーラム参加者》

単に海辺の保全だけでなく 、そこから 気候変動や薬物汚染など広く 世界の環境保全に目を向け

る姿勢は他団体には見られない特徴であると 感じた。今後も 継続して欲し いと 思っています。

［ 代表者］  藤野 彰

認定N PO 法人  エバーラスティ ング・ ネイチャー

◎活動地域｜千葉県習志野市 東京湾岸エリ ア

◎助成期間｜3 年間

絶滅危惧種であるウミ ガメ 類の海洋ゴミ 誤食調査と 普及啓発習志野の海を 守る会「 とり も どせ！ ぼく たちの海」

スタッフによるレクチャー光景 © ELN A

当団体は、海洋生物の調査研究・ 保全に関する事業を行い、国際

協力を 基に研究者や関係機関と の相互連絡を 図り ながら 、海洋

環境の保全に寄与すること を目的と する団体です。

当初はイ ンド ネシアウミ ガメ 研究センタ ーの日本窓口とし ての

活動から 始まり 、現在はインド ネシア、小笠原、関東でウミ ガメ 類

の調査・ 保全活動の他、小笠原でザト ウクジラ の調査も 行ってい

ます。

《 夏の自由研究イベント 参加者》

・ 実際にごみを見て、エサだと 思って食べたと いう 事実を目の当たりにして、ごみの分別やごみ清

掃をより 一層気にかけるよう になりまし た。

・ 今後はごみを捨てないこと はも ちろん、海の生き物への影響が少ない（ 自然に戻るよう な）包装

材や網、紐の開発なども 進んでいく と 良いと 思います。

《 小笠原諸島父島「 製氷海岸」清掃参加者（ 教師）》

・ 遊び盛り の中学生たちが真剣に取り 組んでいて、それだけ子ども たちが海が身近で守るべき存

在と 理解し ているんだと 驚いた。今後も 継続してこう いった活動を行っていきたい。

◎活動地域｜小笠原諸島、関東地区

◎助成期間｜3 年間

活動に関わっ た方の声 活動に関わっ た方の声

環境フォーラム展示

海岸ごみ回収光景

ウミ ガメ 1 頭分の誤食ごみ観察

小笠原諸島海岸の現状説明

© ELN A

© ELN A

助成対象事業の活動回数

活動参加人数

ごみ回収量

保全整備した面積

有害生物の除去（ 植物）

環境教育参加人数（ のべ人数）

1 6 回

4 0 0 人（ う ち TO TO グループ社員 4 人）

4 ,0 0 0 k g

1 0 ,0 0 0 ㎡

1 0 0 k g（ アレチノ ギク ）

1 0 0 人

結　 果

1 6 回

4 0 0 人

4 ,0 0 0 k g

1 0 ,0 0 0 ㎡

1 0 0 k g

1 0 0 人

▶

▶

▶

▶

▶

▶

計画値

〈 定量成果〉

助成対象事業の活動回数

活動参加人数

ごみ回収量

環境教育参加人数（ のべ人数）

小笠原捕殺個体調査の参加割合

4 0 回

1 0 0 人（ う ち TO TO グループ社員 1 人）

1 5 kg

9 5 人

1 0 0 %

結　 果

3 0 回

7 0 人

1 0 k g

1 3 0 人

9 0 %

▶

▶

▶

▶

▶

計画値

〈 定量成果〉

12 13

小笠原諸島父島におけるアオウミ ガメ 捕殺個体の調査に関し

ては計画以上の参加率と なり まし た。調査時に説明をし ながら

作業をすること で、島内の関係者にごみ誤食率の高さ を知って

いただく 機会と なり まし た。また、前年度は達成でき なかった

海岸におけるごみ清掃も 計画通り 実施するこ と ができ まし た

が、普及啓発イ ベント に関し ては、リピ ータ ーの参加が少なく 、

集客に苦戦し た印象があり ます。し かし ながら 、イ ベント スペー

スのあるカフェ と のコ ラ ボ実施やSN S掲載広告、オン ラ イ ン

ツールの活用などによってリ ーチ人数を 増やすこと はできまし

たので、2 0 2 5 年度はより 魅力的なイ ベント の計画・ 実施により

海洋ごみ問題の普及啓発に尽力し ていきたいと 思います。

実施結果

本プロジェクト も２ 年目を迎え、よう やく 安定し た運営と なった

感があり ます。本年度は毎月の定例清掃以外に秋の海辺の写

真展、春の環境フォーラ ムを 開催、と も に成功さ せること がで

きまし た。参加人数や開催の規模にこ だわら ず、持続可能な社

会の実現に向け、身近な環境を 守る大切さ を 伝えること を 目

的と する我々の活動も 、少し ずつ地域や関連団体の皆様に理

解さ れてきたのだと 感じ ています。

１ 年間を 通し て、それぞれ普段は別の仕事につく スタッ フ 達が一

生懸命準備し て 各活動、各イ ベント を 指導し て き まし た 。メ ン

バーの結束の深さ がより 一層深まった１ 年で あったと 感じ てお

り 、来年以降のさら なる発展を予感さ せる成果が得ら れたと 感じ

ています。

実施結果プロジェクト 内容

習志野市の東京湾岸エリ アで実施し ているプラ スチックごみ

など の海洋ご みの回収・ 清掃活動などを 基盤とし て 、近隣の

N PO や大学などと 協力のも と 、「 環境フォーラ ム」を 開催し て

広く 市民や市政に向けて環境保全に関する提言を 発し ていく

など、一人でも 多く の方に、自然保護や生物が生き 続けること

ができる環境づく り に関心を持ち 、行動し ていただけるよう に

実践、啓発を行っていきます。

プロジェクト 内容

絶滅危惧種であるウミ ガメ 類の誤食状況と 海洋ごみの影響を

調査し ます。現地での実態調査とと も に、収集し た海洋ごみを

用いた体験型イ ベント を 開催し 、一般市民の方々に海洋汚染

の現状を実感し てもらう こと で、環境保全への認識を高めるこ

と を目指し ます。

生物多様性の保全と 海洋汚染問題の普及啓発を融合さ せた

定期的なプロ グラ ムとし て確立し 、参加者の拡大を 図ってい

きます。
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小学校での授業光景

［ 代表者］  藤谷 将誉

N PO 法人  エー・ ビー・ シー野外教育センタ ー

大分県内で「 青少年への自然体験活動」などを行っている民間団

体・ 大学教授・ 教職員・ 社会教育主事などを 中心にメ ンバーを 募

り 、ボランティ アや単発での活動に終わら ない団体設立を目指し

てN PO 法人化を 実現し まし た。行政や学校法人などから の業務

委託や助成金などを 活用し た事業展開を 行い、青少年の健全育

成に寄与すること を目的とし ています。

《 ウエス作りワークショップに参加した小学生》

・ たった小さじ 一杯の醤油でも たく さ んの水がないと 魚が住めないと いう ことを知りました。私は

家でも ウエスを 使っていまし たが詳し い事は知ら なかったので、知ること ができて良かったで

す。未来を守るために自分にできることを一つでも 多く やっていきたいです。

・ 私はウエスが環境保全に大切なんだと 分かりまし た。その理由はそのままの汚れたお皿を洗っ

たら（ 余分な）せっけんや（ たく さ んの）水が必要だからです。こ れからはウエスを使って汚れを拭

いて水を少なく できるよう に頑張ります。

［ 代表者］  内田 桂

N PO 法人  おおいた環境保全フォーラム

◎活動地域｜大分県内

◎助成期間｜3 年間

参加者の集合写真

近年、高齢化・ 過疎化により 、農村・ 漁村地域においては自然環境

の荒廃が進行し ています。そこ で大分県の豊かな生態系および

生物多様性を 保全し 、健全な自然環境に修復、再生し 、次世代に

継承する責務を担う ためにＮＰＯを設立しまし た。

自然と 共生し た持続可能な住みよい郷土を伝承するために、環境

保全に関する様々な活動を行い、広く 公益に寄与すること を主た

る目的とし ています。

《 小学6 年生》

ウミ ガメ が好きになった。海の生き物にとって海に捨てら れたプラ スチック が悪影響を及ぼすこ

と がよく わかった。こ の展示を見て環境問題に興味をも つこと ができた。

《 地域自治委員》

ウミ ガメ が産卵できる海岸は地域の誇り です。最近は産卵はありませんが、いつウミ ガメ が産卵

に来ても 良いよう に地域の海岸を皆さ んと一緒に守って行きたいと 思います。

《 日本文理大学3 年生》

毎年、磯崎海岸で海岸清掃を行っているが、なかなか海岸に漂着するごみが減らない。今後も 地

域の人たちと 一緒に辛抱強く 海岸清掃を続けていきたいと 考えている。

◎活動地域｜大分県大分市、別府市、日出町、杵築市、臼杵市、津久見市

◎助成期間｜3 年間

活動に関わっ た方の声 活動に関わっ た方の声

豊かな水環境を 目指す 別府湾エココ ースト プロジェクト子ども たち のウエス作り が別府市の水環境を変えていく！

つく ったウエスで食器拭き

みんなでウエスつく り

ウミ ガメ についてのレクチャー

整備し た展示施設

助成対象事業の活動回数

活動参加人数

2 4 回

4 7 1 人

結　 果

3 4 回

6 8 0 人

▶

▶

計画値

〈 定量成果〉

助成対象事業の活動回数

活動参加人数

ごみ回収量

環境教育参加人数（ のべ人数）

保全活動をした海岸数

8 回

3 8 8 人（ う ち TO TO グループ社員 3 2 人）

2 ,2 0 0 k g

2 9 2 人

5 箇所

結　 果

8 回

2 5 0 人

1 ,5 0 0 k g

1 5 0 人

5 箇所

▶

▶

▶

▶

▶

計画値

〈 定量成果〉

14 15

春季から 夏季にかけコ ロ ナなどの感染症が断続的に拡大し 、

大幅な活動計画の見直し を 余儀なく さ れまし たが、参加者数、

プラ スチックご み回収量などの目標を 達成すること ができま

し た。

助成プロジェクト を 通じ 、別府湾沿岸の海岸において活動する

中で、沢山の地域住民やボラ ンティ アの市民などと の新たな

交流が生まれ、活動の目的を 共有するこ と ができ た１ 年でし

た。

助成プロジェクト 2 年目と なった今年度は、1 年目の成果と 連

携を 基盤に、活動拠点を津久見市漁村センタ ーおよび「 つく み

イ ルカ 島」に移し て活動の輪を更に広げ、長期的な目標である

「 別府湾の健全な海岸生態系の保全を 図る」の達成に向けた

活動を推進すること ができまし た。

実施結果

昨年度の事業スタ ート の遅さ を 反省し 、４ 月始まってすぐに参

加校の募集を 実施し たり 、実施先をフリ ースク ール・ 児童館・ 放

課後児童ク ラブ などへ拡大し たこと により 、４７１ 名の参加者へ

ウエス作り のワークショッ プを 行う こと ができまし た。全体とし

て 、広く 大分県内各地・ 各施設で 事業を 実施し たこ と により 、

様々なステークホルダーの皆さ んと の関係性を 構築すること

ができて、次年度以降の活動につながる1 年と なり まし た。

来年度は、当初予定し てた「 ビ ーチ清掃イ ベント 」も 視野に入れ

て 計画し 、地域の小学生やその家族も 水環境について考え、

行動できるイ ベント を開催し ていきたいと 思っています。

実施結果プロジェクト 内容

日常生活において生活排水に思いを 巡ら す機会は少な いの

で、小学校など子ども たち が集まる場所へ環境教育の出張授

業を行っていきます。

授業内容は「 生活排水ク イ ズ」・「 ウエス作り 」・「 環境保全パネ

ル学習」で構成します。自分たちで作成し たウエスは自宅に持

ち 帰り 、家でも 食器などの汚れ・ 油汚れをふき 取る活動をし て

もらう こと で、「 水環境」をより 良いも のにし ていく こと への啓

発を図っていきます。

プロジェクト 内容

大分県の豊かな自然環境を 次世代に継承するための持続可

能な地域社会の仕組みづく り を 目標とし て、SD Gｓ 啓発・ 周知

推進のための海洋環境教育を 学ぶ拠点を 創出し ます。そこ で

SD Gｓ 目標１４ の達成に向けた啓発、教育活動を 推進すると と

も に、別府湾沿岸の海岸住民と ネット ワークを 構築し 、海岸清

掃や海岸植生の保全を 地域協働で 実施すること により 、健全

な海岸生態系の保全を図っていきます。
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参加者の集合写真

［ 代表者］  綿路 昌史

N PO 法人  カラカネイトト ンボを守る会 あいあい自然ネット ワーク

篠路福移湿原（ し のろふく いし つげん）は札幌市に残るわずかな

湿原です。こ の湿原にはカラ カネイトト ンボをはじ め貴重な生き

物たちが生息し ていますが、近隣業者による埋め立てで消えよう

とし ています。

当団体は、地域の自然を子ども たちの故郷とし て残し たいと 強く

思った地元の主婦と 当時の地元高校理科研究部顧問（ 現理事長）

により 1 9 9 7 年に設立。札幌市北区あいの里地区を中心に、身近

な自然を守る活動を行っています。

《 活動への参加者》

・ 気がつかないう ちに大切な自然が壊さ れていること を知りまし た。どうし たら 止めること ができ

るのか考えたいと 思います。

・ 7月の観察会のときに生き物採集をした池塘まで土砂が来ていたことにショックを受けました。

・ 周囲にすむ生物にとって大切な作業だと 思い、子ども の気づきにも つながっていると 思います。

・ いつも 鳥やト ンボをみていたト ンネウス沼は、こ んな努力で維持さ れていたのかと 知ること がで

きて良かったです。

［ 代表者］  立花 祐平

認定N PO 法人  改革プロジェクト

◎活動地域｜北海道札幌市北区あいの里

◎助成期間｜3 年間

冒険ごみ拾い「 AD VEN TU RE Lite」参加者

当団体は2 0 1 0 年の設立以降、福岡に拠点を置き、海辺の環境保

全活動と 安心し て暮ら せるまちをつく る防犯活動の両輪で活動

し ています。

環境活動では、海辺の環境保全を目的にビーチクリ ーンや子ども

たち が環境について学ぶ機会づく り などを行っています。また、

子ども や女性、お年寄り が安心し て暮らせる地域社会の実現を目

指し て実施し ている防犯パト ロール「 パト ラ ン」は、日本全国に広

がり 続けています。

《 AD VEN TU RE Liteに参加した中学１年生》

いろいろなごみの種類があって、新し い発見がたく さ んありまし た。漁具やプラスティック、スリッ

パなどのごみのほかに動物の死骸も あって驚きまし た。また中学が別になる友達と 一緒に参加

できて、思い出に残る特別な1日になりまし た。また参加したいです！

《 AD VEN TU RE Liteに参加した子ども の保護者》

子ども も 楽し んでいる様子が見ら れ、親としてもう れしく 感じました。漂着ごみの多さ や内容に触

れ、多く を学ぶこと ができました。こ のよう な活動は日常生活の中でも 継続すべきだと 実感しまし

た。今後は機会を見つけて海岸清掃に取り 組んでみたいと 思います。

◎活動地域｜福岡県宗像市

◎助成期間｜3 年間

子ども の意欲を育む環境教育プログラ ムの展開あいの里でト ンボを指標に豊かな水環境をつく ろう！

湿原での生物調査

ト ンボ池の植栽植物整備

拾ったごみの種類に応じてエコ 商品と 交換

海岸清掃

助成対象事業の活動回数

活動参加人数

ごみ回収量

1 回

2 3 人

2 0 0 k g

結　 果

2 回

3 0 人

3 0 0 k g

▶

▶

▶

計画値

〈 定量成果〉

16 17

助成対象事業の活動回数

活動参加人数

ごみ回収量

植樹本数

保全整備した面積

有害生物の除去（ 植物）

環境教育参加人数（ のべ人数）

9 回

1 2 4 人（ う ち TO TO グループ 社員 1 0 人）

0 kg

5 0 0 本（ ノ ハナショ ウブ 、タ チギボウシ、エゾリンド ウ、サワギキョ ウ）

6 0 0 ㎡

2 0 0 k g（ ミ クリ 、ヨ シ）

5 2 人

結　 果

9 回

1 1 0 人

1 0 k g

3 0 0 本

3 0 0㎡

1 0 0 k g

5 0 人

▶

▶

▶

▶

▶

▶

▶

計画値

〈 定量成果〉

活動に関わっ た方の声 活動に関わっ た方の声

3 年間にわたるプロジェクト で子ども たちを 対象とし た新たな

取り 組みを展開すること ができまし た。

活動そのも のの楽し さ を実感できるプログラ ムの特長を生か

し 、子ども たち に日常では体験でき ない貴重な機会を提供で

き たと 自負し ています。

大人たちを 対象にする事業と は違い、時期や場所の選定に苦

労し 、思う よう に参加者を集めら れない難し さ も 感じ まし た。特

に本年は日程や場所の選定、広報面などう まく 調整ができ な

かっ た部分があり 、予定より 大幅に遅れて の実施と なっ てし

まったこと が反省点です。し かし ながら 、子ども たちを対象にし

た企画実施の経験を積むこと ができ たこと は今後に向けて大

き な糧になり まし た。

実施結果

今年度も 昨年度と 同様にすべてのイ ベント を 実施すること が

できまし た。回覧板でのご 案内や当会のＨＰ、ＳＮＳでの発信に

加え口コ ミ での広がり も 相まっ て、当初計画以上の方にご 参

加いただき 、その8 割以上が地元住民の参加でし た。プロジェ

クト 名でも ある「 ト ンボを 指標に」の部分については、浚渫作業

の効果により 、高い多様性を 保つこと ができています。

今年度は昨年度の改善点を 踏まえ、イ ベント などの円滑な 運

営を行う こと ができまし た。来年度から は、「 治水」や「 川の生物

以外の環境」と いった別の視点も 意識し ながら 、既存の活動に

取り 組んでいき たいと 思っています。

実施結果プロジェクト 内容

札幌市北区あいの里・ 篠路福移地区の水環境を継続し て豊か

にするため、地域住民の方と 協働で地域の池沼の浚渫作業や

湿原植物の植栽、ヤナギや外来性草本などの除去を 行ってい

きます。

また大学生がリ ーダーと なり 、高校生と 共にト ンボを指標とし

た環境調査を行う こと で、生物や自然環境に興味を 持ち、具体

的な活動を 実践できる人材の育成へと つなげていきます。

プロジェクト 内容

未来を担う 子ども たちに向けて、海と の強い結びつきを 感じ 、

心が動く 体験とし て、環境意欲を 育むこと を 目的とし た２ つの

プログラ ム「 ヤー！！（ 海の自由研究）」・「 子ども と 一緒に巡る冒

険ごみ拾い（ A D VEN TU RE Lite ）」を実施し ます。

こ のプログラ ムの実践を 通じ て、子ども だけでなく 、大人も 環

境について学び・ 考える機会へと つなげていきます。
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アマモ種子の投入れ

［ 代表者］  大神 弘太朗

一般社団法人  ふく おかFU N

当団体は、「 自然伝承」を理念に掲げ、ダイ バーだからこ そ捉える

こと のできる水中世界の不思議や豊かさ 、素晴らし さ を発信し な

がら 、多様な主体と 連携し て公益性を 伴った活動を行っていく こ

とを目的とし て2 0 1 4 年1 2 月に設立しまし た。

潜水スキルを活かし た活動（ アマモ場づく り や海底ごみの回収な

ど）をパート ナーの皆さ まと 共に行う こと で、豊かな自然環境を次

世代まで守り 伝えていく こと を目指し ています。

《 アマモ種子選別への参加者》

・ アマモが育つサイクルを理解すること ができた。

・ 作業が思ったより 大変だったので、短時間だったが愛着が湧いた。元気にたく さ ん育ってく れる

と嬉し い。

《 アマモ種子投げ入れへの参加者》

・ アマモ種子団子づく りと 投げ入れが楽しかった。

・ テレビでアマモについて放送さ れており 、実際に種を見て勉強になった。

・ 海の現状を知ること ができ、とても 貴重な機会と なった。

© ふく おかFU N

© ふく おかFU N

© ふく おかFU N

◎活動地域｜福岡県 博多湾および、その近海

◎助成期間｜3 年間

「 海を元気にする海草」アマモ場再生・ 造成プロジェ クト

アマモ種子選別の参加者

アマモ花枝を探す様子

18

助成対象事業の活動回数

活動参加人数

植樹本数

環境教育参加人数（ のべ人数）

海へ投げ入れたアマモ種子数

1 4 回

9 6 1 人（ う ち TO TO グループ 社員 のべ4 5 人）

2 ,1 1 3 本（ アマモ）

8 9 9 人

4 0 ,0 0 0 粒

結　 果

5 回

3 9 9 人

1 ,5 0 0 本

3 9 3 人

5 ,0 0 0 粒

▶

▶

▶

▶

▶

計画値

〈 定量成果〉

こ れまで の助成先団体一覧（ 国内）

活動地

カラカネイトト ンボを守る会 あいあい自然ネット ワーク

ぱん ぱん ぱんぷき ん

山のない北村の輝き

森をたてよう ネット ワーク

小川原湖自然楽校

白神山地を 守る会

紫波みら い研究所(代表団体)

わが流域環境ネット

梅田川せせら ぎ緑道を 考える会

川崎町の資源を いかす会

カワラ バン

小泉ユニバーサルビ ーチユニット

宮城県淡水魚類研究会

杜の都仙台ナショ ナルト ラ スト

リ アスの森応援隊

鮭川村自然保護委員会

庄内自然博物園構想推進協議会

W ate r D o o rs

ＮＰＯ 環～ＷＡ

御前山ダム環境センタ ー

オオタ カ 保護基金

わたら せ未来基金

さ なざわ里山だんだんの会

緑の家学校

比企自然学校

印旛沼広域環境研究会

印旛野菜いかだの会

さ ざ なみ

し ろい環境塾

ふるさ と 生き がいづく り

ほたる野を 守るN O RA の会

森のラ イフ スタ イ ル研究所

八千代市ほたるの里づく り 実行委員会

荒川クリ ーンエイド・ フォーラ ム

おちかわの里

白子川源流・ 水辺の会

ぜんかんれん

ＤＥＸＴＥ－Ｋ

森のラ イフ スタ イ ル研究所

海×TECHプロジェクト 実行委員会

海の森・ 山の森事務局

北海道

北海道

北海道

北海道

青森

青森

岩手

岩手

宮城

宮城

宮城

宮城

宮城

宮城

宮城

山形

山形

茨城

茨城

茨城

栃木

栃木

群馬

群馬

埼玉

千葉

千葉

千葉

千葉

千葉

千葉

千葉

千葉

東京

東京

東京

東京

東京

東京

神奈川

神奈川

1

2

3

4

5

6

7

8

9

1 0

1 1

1 2

1 3

1 4

1 5

1 6

1 7

1 8

1 9

2 0

2 1

2 2

2 3

2 4

2 5

2 6

2 7

2 8

2 9

3 0

3 1

3 2

3 3

3 4

3 5

3 6

3 7

3 8

3 9

4 0

4 1

N o . 団  体  名

北
海
道

東

　北

関

　東

活動地

エバーラ スティ ング・ ネイ チャー

 おさ かなポスト の会

暮らし・ つながる森里川海

小網代野外活動調整会議

サーフ ラ イ ダーファウンデーショ ンジャパン

浜っ子ト ラ スト チーム

Blue A rch  

ほのぼのビ ーチ茅ケ崎

ヨ コ ハマ倉造空間

高根フ ロンティ アク ラ ブ

新潟水辺の会

ねっと わーく 福島潟

金山里山の会

福光ふるさ と の森を 再生する会

金沢エコ ラ イ フ 事業実行委員会

アマモサポータ ーズ

えがおつなげて

ゼロファクト リ ー

ステッ プアッ プゼミ

ＭＹ

大富山を 愛する会

浜松N PO ネット ワーク センタ ー

はるの山の楽校

Cle a rW a te rPro j e ct

虹のと びら

ネイ チャ ークラ ブ 東海

海っ子の森

神山区いい顔づく り 委員会

清水川湧遊会

たかしま有機農法研究会

旅するおさ かなサポータ ー

家棟川流域観光船

夢工房

川と 海つな がり 共創プロジェクト

水源の里連絡協議会

プロジェクト 保津川

ほたる祭改善プロジェクト 委員会

大阪みどり のト ラ スト 協会

環境教育技術振興会

花だんごネット ワーク

ふく てっく

神奈川

神奈川

神奈川

神奈川

神奈川

神奈川

神奈川

神奈川

神奈川

新潟

新潟

新潟

富山

富山

石川

福井

山梨

山梨

長野

岐阜

岐阜

静岡

静岡

愛知

愛知

愛知

三重

滋賀

滋賀

滋賀

滋賀

滋賀

滋賀

京都

京都

京都

京都

大阪

大阪

大阪

大阪

4 2

4 3

4 4

4 5

4 6

4 7

4 8

4 9

5 0

5 1

5 2

5 3

5 4

5 5

5 6

5 7

5 8

5 9

6 0

6 1

6 2

6 3

6 4

6 5

6 6

6 7

6 8

6 9

7 0

7 1

7 2

7 3

7 4

7 5

7 6

7 7

7 8

7 9

8 0

8 1

8 2

N o . 団  体  名

関

　東

中

　部

近

　畿

活動に関わっ た方の声

スタッフ の一人ひとり が「 自然と 人のつなぎ役」と なること を団

体の存在意義とし て意識し ながら 、アマモ場の再生・ 造成活動

を 実施すること ができ まし た。潜水調査の回数を 増やすこ と

で、より 正確なアマモ場の現状を把握し 、昨年度より も 多く の

種子や苗を適地へと 散布・ 移植すること ができまし た。また、福

岡県や唐津市と いった行政機関と の連携が深まり 、北部九州

一体の環境保全を目的とし た新たな協議の場が生まれたこと

で、ネイチャーポジティ ブや3 0 b y3 0 の実現へ向けた体制構築

が前進する機会を得ること ができたと 考えています。

さ ら に、2 0 2 4 年度は1 7 回のメ ディ ア出演があり 、藻場造成の

重要性を広く 発信すること ができまし た。

実施結果プロジェクト 内容

博多湾を 中心と する福岡の海において、藻場の減少により 失

われつつある生物多様性を 守るため、様々なパート ナーの皆

さ まと 連携し ながら アマモ場の再生・ 造成活動を行います。

こ れにより 、浅海域の磯焼けや地球温暖化など様々な海の問

題解決を 目指すと と も に、地域社会に向けた水中世界の情報

発信や保全啓発を行う こと で、豊かな海づく り やネイチャーポ

ジティ ブおよび脱炭素社会の実現に取り 組んでいきます。

2 7

第
17
回

国  

内

2 8

3
年
目



活動地

ICA 文化事業協会

ウォータ ーエイド ジャパン

D ee p a k  Fo un d a tio n

日本水フォーラ ム

オイ スカ

日本イ ンド ネシアN G O ネット ワーク

W o rld  Assistance  fo r Ca m b o d ia  and  Jap an  Re l ie f fo r Cam b o d ia

環境資源保全研究会

ひふみや ［ 自然農法］

ウォータ ーエイド ジャパン

ミ ラ ンク ラ ブジャパン

難民を 助ける会

シェ ア・ ザ・ プラ ネット

日本下水文化研究会

ウォータ ーエイド ジャパン

アジア協会アジア友の会

イカ オ・ アコ

ゴ ーシェ ア

ハロハロ

フリ ー・ ザ・ チルド レン・ ジャパン

インド

インド

インド

インド

インド ネシア

インド ネシア

カンボジア

中国

中国

ネパール

ネパール

　

バングラ ディ シュ

バングラ ディ シュ

東ティ モール

フィ リピン

フィ リピン

フィ リピン

フィ リピン

フィ リピン

1

2

3

4

5

6

7

8

9

1 0

1 1

1 2

1 3

1 4

1 5

1 6

1 7

1 8

1 9

2 0

N o . 団  体  名

海

　外

活動地

国際開発救援財団

国際海洋科学技術協会

プラン・ イ ンタ ーナショ ナル・ ジャパン

アジアチャイ ルド サポート

オイ スカ

ブリッ ジ  エーシア ジャ パン

国際連合ハビタット 福岡本部

コ ンフ ロント ワールド

難民を 助ける会

道普請人

ウォータ ーエイド ジャパン

ホープ・ イ ンタ ーナショ ナル開発機構

STA N D  ALIV E

Team  N AKU SCO（ 長崎ケニア住血吸虫症制圧大作戦）

難民を 助ける会

フリ ー・ ザ・ チルド レン・ ジャパン

道普請人

ホープフ ル・ タッ チ

ロシナンテス

モ ザンビ ーク のいのちを つなぐ 会

ベト ナム

ベト ナム

ベト ナム

ミャンマー

ミャンマー

ミャンマー

ラオス

ウガンダ

ウガンダ

ウガンダ

エスワティ ニ

エチオピア

ケニア

ケニア

ケニア

ケニア

ケニア

スーダン

スーダン

モザンビ ーク

2 1

2 2

2 3

2 4

2 5

2 6

2 7

2 8

2 9

3 0

3 1

3 2

3 3

3 4

3 5

3 6

3 7

3 8

3 9

4 0

N o . 団  体  名

海

　外

こ れまで の助成先団体一覧（ 国内） こ れまで の助成先団体一覧（ 海外）

活動地

アンビシャス コ ーポレーショ ン

松蔭高等学校 Blu e  Ea rth  Pro j e ct

高砂海浜公園海辺の保全集いの会

「 峠池」を 考える会

武庫川の治水を 考える連絡協議会

景観ボラ ンティ ア明日香

自然再生と 自然保護区のための基金

ゴミ ンゴ・ ゴミ 拾いネット ワーク

山王さ ん周辺活性化協議会

飯梨川再生ネット

千鳥のお堀を 学ぶ会

水島地域環境再生財団

大羽谷川流域の環境を 考える会

京橋川かいわい あし がるク ラ ブ

酒屋地区自治会連合会

古川ト ンボしら べ隊

もりメ イト 倶楽部Ｈｉｒ ｏｓｈｉ ｍａ

小串ヤマグチサンショ ウウオ保護・ 保存会

川塾

環境とく し まネット ワーク

クリ ーンオーシャンアンサンブ ル

エコ・ ラ イフ 夢幻村

久保・ 肱川源流を 想う 会

宮前川クリ ーンネット

こう ち 森林救援隊

し まんと 黒尊むら

ジンデ池生物研究所

大正中津川「 やまびこ 会」

橘若者会

西土佐環境･文化センタ ー 四万十楽舎

アクアリ ング委員会

遠賀川流域住民の会

改革プロジェクト

香月・ 黒川 ほたるを 守る会

笹尾川水辺の楽校運営協議会

津古ふるさ と 会

つやざき 千軒いき いき 夢の会

中谷地区まち づく り 協議会

東朽網校区まち づく り 協議会

火山里山保全交流会

ふく おかＦＵＮ

兵庫

兵庫

兵庫

兵庫

兵庫

奈良

奈良

和歌山

鳥取

島根

島根

岡山

広島

広島

広島

広島

広島

山口

徳島

徳島

香川

愛媛

愛媛

愛媛

高知

高知

高知

高知

高知

高知

福岡

福岡

福岡

福岡

福岡

福岡

福岡

福岡

福岡

福岡

福岡

8 3

8 4

8 5

8 6

8 7

8 8

8 9

9 0

9 1

9 2

9 3

9 4

9 5

9 6

9 7

9 8

9 9

1 0 0

1 0 1

1 0 2

1 0 3

1 0 4

1 0 5

1 0 6

1 0 7

1 0 8

1 0 9

1 1 0

1 1 1

1 1 2

1 1 3

1 1 4

1 1 5

1 1 6

1 1 7

1 1 8

1 1 9

1 2 0

1 2 1

1 2 2

1 2 3

N o . 団  体  名

近

　畿

中

　国

四

　国

九

　州

活動地

横代校区まち づく り 協議会

次世代のためにがんばろ会

どんぐり プラット ホーム

やまんたろ かわんたろの会

エー・ ビ ー・ シー野外教育センタ ー

ＡＰＵ  ＥＣＯＳ

おおいた環境保全フォーラ ム

佐伯広域森林組合

関の江海岸の自然を 守る会

冷川のホタ ルと 親し む会

水辺に遊ぶ会

ＭＦＶ 会

高千穂森の会

日本スキムボード 協会

みやざき 技術士の会

郡山マグニチュード２１

おきなわ環境塾

オン・ ザ・ ロード

宜野湾の美ら 海を 考える会

珊瑚舎スコ ーレ

福岡

熊本

熊本

熊本

大分

大分

大分

大分

大分

大分

大分

宮崎

宮崎

宮崎

宮崎

鹿児島

沖縄

沖縄

沖縄

沖縄

1 2 4

1 2 5

1 2 6

1 2 7

1 2 8

1 2 9

1 3 0

1 3 1

1 3 2

1 3 3

1 3 4

1 3 5

1 3 6

1 3 7

1 3 8

1 3 9

1 4 0

1 4 1

1 4 2

1 4 3

N o . 団  体  名

九

　州

パキスタン・
イ スラ ム

2 9 3 0



TO TO グループが取   り 組む環境貢献活動
TO TO グループでは、日本におけるTO TO 水環境基金以外にも 国内・ 海外で　  　 様々な環境貢献活動を行っています。主な取り 組みをご紹介いたし ます。

中華環境保護基金会 TO TO 水環境基金 植樹活動

清掃活動
小学校向け節水授業

2 0 0 8 年に中国における「 TO TO 水環境基金」とし て設立し 、これまで

に孤児院への商品寄付や水環境に関する教育、大学生への奨学金

支給、給水設備建設支援など、中国大陸における節水・ 水資源の保全

に寄与し てきました。

2 0 2 1 年には中国民政部主宰のメ ディ ア団体である公益時報から 中

国での優秀なCSR活動企業とし て「 2 0 2 1 中国企業社会責任観察報

告」優秀事例に入選しまし た。

日本では「 Ｔ ＯＴ Ｏどんぐり の森づく り 」を 2 0 0 6 年に開始。社員が自分

たちの手で拾ったどんぐりを職場や家庭などで育てて森に返し 、地域の

皆様のご協力のもと 植樹後も 草刈り などを行っています。

また、海外グループ会社でも 、植樹活動を 定期的に実施し 、環境保護へ

の貢献に加え、社員と その家族の環境保護意識の向上を図っています。

TO TO グループでは世界中の拠点で周辺清掃を実施し ています。

清掃活動を通じ て、その地域で事業活動をし ている感謝の気持ちをあら わすとと も に、海洋ごみの多く

が陸地から のごみが原因と なっていると いう こと をグループで共有し 、海洋ごみの削減と いう 目的意識

も 持って、地球環境の保全に貢献し ています。

地域の小学校に出前授業を 行い、身近な生活での節水が、地球環境

や水資源の保全に加え、CO ₂削減につながることを 学んでもらう 環境

教育を 行っています。

3 23 1


